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一
月
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言
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令
和
八
年
）） 

  

人
間
は
、
死
ぬ
ま
で
消
え
な
い
煩
悩
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抱
え
て
生
き
て
い
る 
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念
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「
凡
夫
」
と
は
、
多
種
多
様
な
煩
悩
を
抱
え
、
自
己
中
心
的
な

思
い
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
「
無
明
」

と
は
、
そ
の
煩
悩
に
よ
っ
て
物
事
の
道
理
が
見
え
な
く
な
っ
て
い

る
私
た
ち
の
心
の
状
態
の
こ
と
で
す
。 

 

自
分
の
思
い
通
り
に
い
か
な
い
時
や
、
自
分
よ
り
優
れ
た
人
を

み
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
無
明
煩
悩
が
芽
を
出
し
、
怒
り
や
腹
立
ち
、
恨 う

ら

み
や
妬 ね

た

む
心
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。 

 

仏
教
で
は
、
苦
悩
の
原
因
を
他
人
や
環
境
と
い
っ
た
外
側
に
見

る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
心
の
内
側
に
見
ま
す
。 

 

怒
り
や
腹
立
ち
、
恨
み
や
妬
み
の
心
が
起
こ
っ
て
き
た
ら
、 

「
あ
っ
、
私
の
中
か
ら
人
間
の
本
性
が
出
て
き
た
、
出
て
き
た
」

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。 

ち
ょ
っ
と
肩
の
荷
が
お
り
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
「
人
生
を
照
ら
す
親
鸞
の
言
葉
」
〈
リ
ベ
ラ
ル
社
〉
参
照
） 

 

 
  


